






　アメリカNYから17歳の高校留

学・イヤロンin Japan生。来日

１ヶ月。毎日楽しく日本語を発見中！①

「ぶどう」を一生懸命思い出した後に、

「ブッダ」の頭に似てるって覚えた！っ

て。なるほど！②自分が通る都営大江

戸線の大門駅はすぐ覚えられた。「Sounds like ダイアモン

ド」。Diamond！なるほど！③「X-rayのこと何て言うの？」っ

て言うから「レントゲンだよ」って言ったら、「難しすぎる。覚

える方法を考えなきゃ！」って言うから、私も段々とコツを掴

んできて「rent again」じゃない？って言ったら採用！（K. E.さ

ん・フェロウ／東京都・南砂たねF）

　今年の3月から6歳の息子と参加して

います。ヒッポの多言語活動を始め

た榊原陽さんの著書『ことばはボクらの音

楽だ！』を読み、なるほど!と思うことがた

くさんあります。「『いつ頃から、人間は世

界の不思議に無感動になってゆくのか』それがおとなになると

いうことか。とにかく幼児の好奇心は驚くほど旺盛だ。その

好奇心で、さまざまなレベルでことばを見つけることを通じて

自分の世界を見つけ、創りだしていくのである。」という一節か

らは、息子、そして私も、毎日の生活の中で新しいことばに出

会い、新しい世界を広げていくことができるのだとワクワクさ

せられました。そして、私も自分の住んでいるところでもっとた

くさんの仲間と出会いたいと思うようになりました。そこで多

言語活動（ファミリー）を主宰する研究員（フェロウ）になりた

いと思うようになりました。（H. M.さん／三重県・あいあいF）

　息子は、太湖大学堂に２年続けて申し込みましたが、

今年はオンライン+飯山交流に。どうしても中国の方と

リアル交流がしたくて、友だちと一緒に中華街廣東倶楽部に

おじゃましました。中華街のアーテイストKさんが国籍をテー

マにした「にじいろのペンダント」とモンゴル民話「スーホの白

い馬」を読んでくださり、中国語の動画も披露。その日の感

じた想いを一枚の絵に大きく描き上げました。ヒッポの子ど

もたちの多言語自己紹介

に中華街の方々はびっく

り！みんなでソーラン節

とカンフーも披露し、心

が繋がりました。一歩踏

み出してみてよかった！

（K. M.さん／神奈川県・

なみなみF）

　ヒッポの仲間と日本語学校に行って、アメリカ、カナダ、

フランス、ベトナム、スリランカなどからの留学生たち

と、午前4クラス、午後4クラスで、ゲームやおしゃべりを楽し

んできました。来たばかりの子たちも一生懸命日本語で話そ

うとしてくれる姿がとっても可愛かったです。スリランカのこと

ばはヒンディー語によく似ているし、ベトナム語は、「ムングァ」

とか「コブギカ」とか、マテリアルにある音を言ってみたら分

かってくれて嬉しい！あー、もっともっとマテリアル聞いて、次

に会う時は、もう少し

ベトナム語が口に出せ

るようになっていたい

なーとやる気がもりも

り 出 てきました！（T. 

M.さん・フェロウ／福

岡県・ノルジャーF）

皆さんからの「マナイマ～な毎日」のネタをお待ちしています！
投稿はこちらまで↓（誌面の都合で掲載できない場合があります）
mainichi.tagengo@gmail.com
①本名（ニックネーム） ②お住いの都道府県 ③ファミ
リーネーム ④所属フェロウのお名前 ⑤お子さん＆学
生の場合は学年も！

ボクの♥ワタシの
マナイマ～な毎日
投稿コーナー 絵：N. O.さん・6歳

　4月に東京芸術劇場にて開催された『つくりびと総合芸

術展2022（主催:株式会社国民みらい出版）』に、ヒッ

ポの子どもたちの国際交流をテーマにした絵が１３３点出展さ

れました。１歳から中学生までのヒッポの子どもたちに加え、

ヒッポで繋がった中国のお友だちの作品も集まりました。世

界中のお友だちに思いを寄せる子どもたち。多言語の環境で、

いつの間にか自然に誰とでも心を開ける人に育っている事が

嬉しいです。（田中弘毅・本部コーディネーター）

子どもたちが出展した作品の一覧はこちら

→

https://www.lexhippo.gr.jp/kaigaten2022/
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「ハグしているよ」
旭くんとお友だちを、ジャマイカ人の
ジャバ先生が２人まとめてハグしてくれ
ているところ。

（H. A.さん・4歳／神奈川県・うぽぽいF）

「いろんな国を見てみよう！」
パパがトルコ、ママがメキシコ、お
姉ちゃんが台湾に行っていて、食べた
ものなどを紹介しました。

（Y. H.さん・小５／千葉県・ガンビー
ラF）

「世界中の友だちとみんなでSA!DA!」
世界中の友だち、動物たちとお話しし
ながらダンスしたいな。

（N. E.さん・3歳／青森県・オハナF）



　今年の春、多言語絵本『ハルくんの虹～カメルーンと日

本 愛と希望のリレイ』（遊行社刊）を出版しました。絵

は画家の佐藤泰生さんにお願いしました。カメルーン留学生

と出会い、彼が息子さんに夫の名前「HARUSHI」と名付けて

くれたことをきっかけに、2017年のカメルーン×トーゴパイオ

ニア交流につながり、その出来事を題材

にこの絵本が誕生しました。250の民族

と言語があるカメルーンの人たちにもお

届けしたいと、日本語、英語、フランス語、

そして私のホストファミリーのことばンゾ

語で絵本を制作しました。（K. M.さん・

フェロウ／神奈川県・なみなみF）

　「12時半になりましたー！」でおなじみ、月～金12:30 ～

12:45、キャサ★チャンネルを知ってますか？2020年

4月13日スタートでなんと600回を超えるすごいzoom番組

に成長しています。何がすごいかと言うと、全国津々浦々のメ

ンバーさんの唯一無二の体験談。みんなの体験を自分と重ね

共感したり、頑張った話に勇気づけられたり。「みんなが主役」

の多言語バラエティーなんです。まだ番組を見たことのない皆

さん、ぜひ見に来てください。そして、次の主役はあなたです。

来年のスピーカーさん募集が始まっ

ています♪エントリーお待ちしてま

す！！（S. T.さん・フェロウ／広島県・

広島シュガーＦ・呉くれれＦ）

ちびっこHipper 

あるある

|ヒッポの多言語キャンプ、今年も大盛況！ |

0 歳、2 歳、5 歳を連れて勢い
で申し込み。来て良かった！！バ
テたけどみんなが助けてくれて
泣けてしまった…。（O. Y.さん／
東京都・ばいかるF）

楽しかったことは、かめの手ラーメンのためにかめの手をとったこと
です。「調子にのっているかめの手」と「はずかしがりやのかめの手」
などがいました。（K. Y.さん・小５／大阪府・エストレージャー F）

●	多世代で自然を満喫「ふるさと・飯山」（長野県）

●	どこまでも自由！「無人島・釜島」（岡山県）

動画はこちら

→

動画はこちら

→
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今年も大盛況だった夏のSummersion camp2022。「ふるさと・飯山」（606名）と「無人島・
釜島」（149名）、合計755名の仲間が自然の中で多世代の交流を思う存分楽しみました。

娘を高校留学に送り出
している今、親の自分も
チャレンジを！と、一番
行 きたくないハードル
高い釜島に行くことに。
価値観、優先順位、考
え方、生き方、何もかも
変 わってしまった。（N. 
S.さん・東 京 都・ラサ
サヤンF）

▶二人の孫、好きなSA!DA!はチャーミン

グセールとウルトラマンじゃんけんby息子

5歳、ラササヤンby娘3歳。みんなのま

ねをして、オラ〜、

アニョハセヨと多

言語で話すのが楽

しいです。（I. R.さ

ん・フェロウ／東

京都・バイクバイ

クF）

▶４歳の息子がある日突然、SA!DA!の「ナ

ヌンヘンボカムニダ」のサビを歌い出しま

した！と思ったらフルコーラス歌ってる〜！

驚いてリクエストして歌ってもらいました。

動画の顔が真剣ですが、いつもはニコニ

コ歩きながら口ずさんでいます。ファミリー

ではまだ披露してくれなくて、こっそりな

のかもしれません。（F. M. 

さん／東京都・puthiF）

▶Charming Sale March♪息子4歳＆

もうすぐ２歳。ファミリーでも踊るけど、お

家だともっと踊る！シャイな子あるあるです

よね。（Y. S.さん／神奈川

県・ランジャF）

準備から参加して、キャンプの司
会もやったよ。飯山ではみんなで
意見をだしあって作っていくのが楽
しかった。（M. K.さん・小３／愛
知県・ドーナッツF）

かめの手ラーメンかめの手ラーメン

手作りパン手作りパン



| ヒッポの高校留学Year Long Program （イヤロン／ YL）|

ヒッポの高校留学の受け入れ　イヤロン in Japan
日本の高校に通う高校生を約1年間受け入れするプログラム。春にタイ、韓国、メキシコ、スロバキア、エクアドルから9名が来日。夏にメ
キシコ、スウェーデン、ノルウェー、デンマーク、フィンランド、イタリア、タイ、ベルギー、スペイン、ブラジル、アメリカから28名が
来日。これまでで最多の37名の留学生たちが、ヒッポのメンバー宅にホームステイしながら高校生活を送っています。

「なりたい自分」になれた
普段から私は本当の自分を隠して生きていた。家での性

格が素の自分なら、ヒッポではよく見られようといい子
ぶっているし、学校では日陰で隠れるように生きているよ
うに思っていた。「なりたい自分」になろうとしても張り
付いてしまったイメージを変えるのは難しかった。

そんな中で挑戦したタイ留学。それは私にとってなりた
い自分になる絶好の機会だった。タイには普段の私のこと
を知る人は一人もいないと思うと心が軽くなった。日本の
学校では出せない積極性を出して知らない子にも話しかけ
て友だちになれた。プレゼントや代金の支払いなど普段な
ら遠慮してしまいそうな場面でいい意味で図々しくなれ
た。ホストが部屋にこもってゲームをしていても、自分か
らドアをノックして話しかけに行けば心を開いてくれた。
迷惑をかけてしまうかなと考えて行動できなかった自分を
捨て去って、やりたいことを自由にできる自分になれた。
「なりたい自分」になるために自分がしてきたこと、そ

れは「ありのままを受け入れること」だった。コロナ禍で
外出できない中でも、その中でできることをしようとした。
結果、できなかったことはたくさんあるが、やり残したこ
とは一つもないと思う。全力120パーセント、後悔はない。

（K. I.さん・高３／静岡県・ルミエ〜ルF）

いろんな言語を口に出してみたら
ドイツの学校にはトルコ人、ポーランド人、ベトナム人

などいろんな国の人たちが通っていた。友だちもすぐでき
た。共通語はドイツ語。ドイツ語が不得意な人は英語を混
じえてコミュニケーションしていた。自分も初めは英語を
混じえて話していた。「Wow Hier gibt viele People」と
言っても誰も笑わずに話してくれ、意思疎通できる。でも
ある程度ドイツ語を話せるようになるとドイツ語だけを話
そうと思った。英語で話しかけられてもドイツ語で返す。

ちょうどその頃ドイツ語が伸びなくなってきたと思い始
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ホームステイをしながら現地の高校に約1年間通うプログラム。2021年春夏に出発した94名の高校生たちがタイ、アメリカ、イタリア、
カナダ、スペイン、ドイツ、フランス、ベルギー、メキシコから帰国。21年度、冬に出発した10名の高校生たちは現在、オーストラリア、
アルゼンチンでがんばっています。高校生たちが留学を通して見つけたことを紹介します。

めた。何でかな？と考え、とりあえず前みたいに英語を混
じえて話してみようと思った。同時に封印していた日本語
も口にしてみるようにした。「おはよう」「行く」とか言っ
ていたら、いつの間にかみんなが「行く！」と言うように。
日本語も一つの言語として認められた感じが嬉しかった。

授業中はいろんなことばが飛び交い、自分もドイツ語、
英語、日本語など構わずどんどん発言した。悩んでいた時
よりもたくさんことばが出てくるようになった。これから
も何語に関わらずいろんな言語でコミュニケーションを取
りたい。（M. A.さん・高3 ／東京都・パルパルF）

私のイヤロンのテーマは「話す」
フランスの学校の友だちはみんな優しくて、話の輪に私

を入れてくれるけれど、もちろん初めは全くわからない。
聞いてるだけの時間が長く続いた時、私はここにいる意味
あるのかな？って思うことも。複数より二人で話す方が話
しやすかったから、友だちとお昼を一緒に食べる時間を大
切に。毎朝、今日はどういう質問しようかとか、何を聞い
たら彼女が笑顔になってくれるかなど考えてました。最後
には、彼女から素敵なアルバムをプレゼントされるほど仲
良くなれました。

ホストファミリーとはスペイン語溢れる環境にいまし
た。特にパパがフランス語を話さなかったのが、私のスペ
イン語を伸ばす大きなきっかけになりました。フランス語
のようにスペイン語でも話せるようになりたいと、家でス
ペイン語を話す量を増やし、挨拶はスペイン語で言うよう
にして、質問もしました。かたい顔で見てくることも多かっ
たけど、私が会話が分からず黙ってる時に笑わせてくれた
りする優しいパパでもありました。日本に帰る日、パパか
ら最初で最後の電話が来て、「無事に日本に帰るんだよ mi 
hija（私の娘）」 って言ってくれて、とても嬉しかったです。
「話す」のは「人とつながる」こと。日々自分と目の前の

人と向き合ってきたイヤロンでした。（W. H.さん・高 2
／神奈川県・ポコポコF）

フランス

タイ

ドイツ



編集：まずは準備会について。ヒッポならでは、驚いたこ
となどお聞かせください。
鈴木：講演のテーマについてのお題(宿題)を出し、準備会
でディスカッションしていただくのが僕のスタイル。皆さ
んが真剣に質問し、理解しようとし、自分なりの答えにた
どり着くのにはいつも驚かされます。
大塚：今回の二つのテーマ、統計と哲学、学生でもどちら
かしか知らないし、必ずつまずく。でもヒッポの人はつま
ずかない。僕の本を買って読んでくれている、しかも輪読！
SA!DA!まで作っている。専門家向けに書いた本も想定外
の読み方で、本質を突いたまとめ方にびっくりすると同時
に、ああ、ヒッポはこういう感じだったと納得もしました。

編集：お二人とも小さい頃からトラカレで物理や数学の世
界に触れてこられたと伺っていますが、ヒッポの子どもた
ちに対して思うことをお聞かせください。
鈴木：難解な『量子力学の冒
険』や『部分と全体』を小学
生 から 読 んでいる。これは
と っ てもすごいこと！ 量 子
の世界は大人には難解でも、
ヒッポで育った子どもは楽し
んで自然に受け入れることができるのかもしれません。
大塚：ヒッポの子どもたちの自分の疑問や意見を言語化す
る能力がすごい。ちゃんとしたことばで表わすのは難しい
ことなのに、みんなすらっとやる。これはあなたの話を聞
きたいというヒッポの場で育ってきた力なのでは？実は哲
学はそこがすべて。今までのことばでは言えないことを概
念化する学問なんです。

編集：ヒッポで育ったことで今のご自身にどんな影響があ
りましたか？
鈴木：いろんな国の人のホームステイを通して、文化や国
によって価値観が異なることを子どもながらにして体験
しました。大学でも、物理と数学をやりたいけど、専門を
1 つにしぼるのではなく幅広くできる進路を選べました。
また、日本にこだわる必要がないと思えばアメリカへ。そ
の後も様々な分野の人と交流し、型にとらわれない研究を
やってこれました。子どもたちにも「日本では正しいこと
が、他の国では正しくないこともあるんだよ！」とよく言
います。実際、妻の国シンガポールは人も宗教もまざって
います。

●鈴木 淳さん
理論物理学、情報基礎論／電気通信大学大学院
情報理工学研究科准教授

「多量子の相関の不思議さ：２と３以上で
は何が違うのか？」 

●大塚 淳さん
理科学哲学／京都大学文学研究科哲学専修准
教授、理化学研究所革新知能総合研究センター
因果推論チーム客員研究員

「なぜ数学で世界が理解できるのか？『科
学の文法』としての統計学」 

| オープントラカレ講座番外編 |
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大塚：ヒッポに育ててもらったことといえば好奇心。また
ヒッポのお兄さんたちには数学やパソコンなどいろんなこ
とを教えてもらいました。概念を組み立てていく訓練もさ
せてもらったし、海外に行く精神的なハードルがない。4
歳までアメリカで育った娘がバイリンガルになっていく姿
にも、ヒッポっぽさを感じました。

編集：終わってみての感想をお聞かせください。
鈴木：ヒッポの人は思わぬところをするどく突っ込んでく
る。予想していなかった質問が来ることがいつも楽しい！
ヒッポの人はどこがおもしろかったか、あるいは、わから
なかったかを率直に表現してくれるところがすごいです。
大塚：「わかりやすかった」という感想が多かったのが意
外だったけど、多分本当にわかってくれたんだろうな、と
思う（笑）。こんな感じで、子どもから大人までバックグラ
ウンドが違う人が集まって、フーリエやら量力やら、色々
なことを考えて話し合う場があるというのはとても貴重。
でもそれが自然にできるのは、言語習得を第1の目的にし
ているからと思う。

編集：ヒッポのフェロウでもあるお母さんのことについて、
どう思われていますか？
鈴木：母にとってヒッポは自分が存在するための場所なの
だと感じています。多言語活動を通して、まわりに人がい
て、みんなと共有する場所が拡がる。それがずっと続いて
いる。母が30年以上もヒッポに没頭していることが嬉し
いし、うらやましいです。
大塚：母はフェロウを1つのライフワークとしてやってい
るんだろうなと思ってきまし
た。そういう姿を見ていたか
ら、自分もヒッポで自由に活
動できたんだろうなと思いま
す。

編集：あっという間の1時間でした。講座を聞いた子ども
たちも先生方のように育っていくのかな？と嬉しく未来を
描くことができました。ありがとうございました。

（文責：まいにち多言語編集チーム）

今春も「オープントラカレ講座」8 講座を開催。物理学からアートま
で、幅広い分野で活躍されているヒッポファミリークラブの研究協
力者の皆さんにお話していただきました。その中からヒッポ育ちの
先生お二人、鈴木淳さんと大塚淳さんに講座を終えての感想やヒッ
ポについて思うことなどをお聞きしました。（文中敬称略）
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| 海外ヒッポ |
 
▶韓国ヒッポ:
新しいファミリーが生まれました
韓国に来て 15 年、 地図
の左下の方にある全羅南
道・務安 (ムアン) 郡に住
んでいます。ヒッポを９年
前に知り、海外メンバーと
して日本で活動していましたが、コロナで思
うように日本に行けなくなったことで、本格
的に韓国でヒッポ活動をしたいと思うように
なりました。
務安にはヒッポを知る人は居ません。ファミ
リーをするなら私がフェロウするしかない！
様々な方に手伝っていただき、6 月にファミ
リーを立ち上げました。日本人の私が韓国で
フェロウをするのは難しいのではないかと不
安が多かったですが、そんな私を受け入れ、
励ましてくれる韓国のメンバーやフェロウた
ちがいてくれて、韓国での “私の居場所” が
出来たと実感しています。
私は韓国では外国人なので、外国人の奥さ
んたちと会う機会が多いです。いずれはその

|Information|
●待望の22番目のことば、モンゴル語の

『世界に広がる多言語仲間』が発売されま
す。共同研究の題材にもつながる新しいこ
とばをファミリー・地域のみんなで聞いて、
歌って、楽しみましょう♪

●ベベフィーから生まれた書籍『赤ちゃん
と話そう！』が出来ました。子育てもヒッ
ポも１００倍楽しくなる！お友だちにもぜ
ひ紹介してください。

●冬のオープントラカレ講座開催。参加申
込み受付中。今回も幅広い分野から多様
なテーマのお話が聞けそうです。
https://sites.google.com/lexhippo.gr.jp 
/opentcl/

●第9回LMP (LEX Multilingual Presen-
tation) Youth Tokyoが2023年1月22日
東京ビッグサイトにて開催されます。高校
生～25歳の若者が世界に向けて多言語で
発信するメッセージ、今年も楽しみです。
https://sites.google.com/lexhippo.gr.jp 
/lmp/

方たちと一緒に多種多様なファミリーを作っ
ていけたらいいなと思っています。（寺澤夏
実／ WaggaFフェロウ）

▶LEX México:

Hippo Summer 
Questa estate multilingue Hippo mem-
bers in México pudimos disfrutar 青少年
交流、家族交流 &  конечно Congreso! 
今年は３年ぶりに多くの交流もコングレッ
ソももう一回みんなで楽しみました。久し
ぶりに会えての感動が忘れられない夏にな
りました。贈り物をもらったような多くの
感情を持っていました。
コングレッソでは初めて参加したメンバー
やオンラインでしか会ってない友達もみん
なでヒッポを楽しんでてすごくよかった。
この夏は私たちみんながヒッポを楽しみ、

人間のつながりを継続するようにmotiva-
tionが増えた。
現在メヒコヒッポでは来年25周年に向け
て準備してます。2023年 Congreso Va-
mos a vivirlo juntos. ¡Vamos a disfrutar 
todos!（Fernanda Mares / Coordinator & 
Fellow）

▶LEX America:

“Four weeks is not long enough!”
We were thrilled 
to host our first 
live summer youth 
exchange in the 
U.S. since 2019. 91 brave, curious, flex-
ible youth and adult leaders from Japan 
stayed with equally brave, curious, and 
flexible host families around the U.S. 
“[Our new family member from Japan] is 
bringing light, love, and happiness to our 
American life!”  “Four weeks is not long 
enough!” So much good energy and joyful 
learning!!（Elizabeth White / Execu-
tive Director）

WORLD HIPPO

カバ人のつぶやき
私たちは「ことばと人間を自然科学す

る」という大きなテーマの下、多言語の
自然獲得の活動を40年以上進めてきた。
その結果、『自然に!』というメッセージ
が皆の中にしっかりと棲みついている。

実はモンゴル語の録音の打ち合わせ
のため7月にモンゴルを初訪問すること
ができた。22 番 目 のことばとして 私 自
身を含めた皆の中から自然に選ばれたこ
とばだ。モンゴル語の導入にあわせて、
私は以前よりあのモンゴルの大平原で
“遊牧民”たちとも触れ合いながら、雄大
な大自然の体験をするプログラムが出
来ないものかと考えていた。ウランバー
トルから1時間少し車で行ったところに

「ゲルネーチャーキャンプ（仮称)」がで
きる場所があり、子どもから大人まで一
緒になってゲルに寝泊まりしてキャンプ
ができる素晴らしい環境と施設だった。

その際、今でも遊牧生活を送っている
近くの遊牧民のところに行きましょうと
いう誘いで一緒に訪問した。何百頭もの
馬の群れを操って飼っている3つのゲル
に住んでいる家族だった。ちょうど乳搾

りの時間に遭遇した。子馬を母馬のとこ
ろに連れて行き、乳を含ませる。少し経っ
た時に子馬を親から引き話して、勢いよ
く乳を手で絞る。絞り手はお姉さんたち
の役割だ。馬を操っているのはお兄さん
たち。この見事なコンビネーション『工
夫』を眺めているうちに「あっ」と思っ
たのである。このやり方はいつ頃から始
まったのだろうか?数百年前？いや数千
年かもしれない。人間が長い年月の中で
見つけ出し「工夫」してきたやり方だと
思ったのである。『自然』に対して『人為』
=人が為す=『偽』である、という考え
が染み込んでいた私は頭を殴られたよう
な気がしたのである。

韓国語では「学ぶ」というのは「工夫」
と言い、コンブハダ（공부하다）となる。
このことは以前より知っていたのだが、
遊牧民たちの悠久の「工夫」は「学ぶ」こ
とだと重なった時に、そうだ！全ての

「人為が偽である」と決めつけないで、自
然の中で工夫し考えていくことが大切か
もしれないと思ったのである。

（鈴木堅史・言語交流研究所代表理事）




